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世界の子どもの健康課題と必要な対策

課題：栄養不良の二重負荷
（エネルギー過剰と栄養素の不足）

原因：健康的な食事が確立しいていないところに
菓子、ファストフードの増加

対策：日本型の学校給食：学校給食＋食育
栄養素の補給＋食習慣（食事の質と適量の体験＋知識）

波及効果：
保護者に伝えることで、家庭の食事の改善

改善



日本型学校給食の特徴
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学校～国までのモニタリングと評価システム

子どもの成長の評価

成長・栄養状態

学校保健統計

身長・体重測定

学校給食実施状況調査

学校

学校給食の実施状況
モニタリング

給食のカバー率

主食がごはんの頻度

学校給食費

学校給食内容、給食費記録

自治体

国

身長・体重集計 学校給食内容、給食費集計



学校給食のカバー率

小学校 中学校

学校給食実施校 19,350
/19,635

8,791
/10,151

% 98.5% 86.6%

学校給食を食べている
児童生徒の数

6,352,201
/6,427,867

2,569,439
/3,253,100

% 98.8% 79.0%
文部科学省 学校給食実施状況調査（2018）

完全給食のみの実施率

日本の学校給食のカバー率は世界の中でも最も高い。

小学校 中学校
保護者が支払う給食費（月額） 4,266円 4,882円
児童・生徒数 648万人 324万人
総額 3,237億円 1,883億円
合計 5,120億円

給食費無償化に必要な財源の試算

出所：内閣府「平成28年第3回経済財政諮問会議説明資料２」2016年3月11日



Kojima Y. et al., Jpn. J. Nutr. Diet., 76, S74-85 (2018)

学校保健統計からみる男女別身長・体重の変化

身長 体重

学校保健統計では1900年から毎年、5歳から17歳まで、学校を層化無作
為抽出し、成長のモニタリングを実施。
戦後、身長・体重とも改善し、近年伸びは止まっている。

学校給食法 学校給食法

図のデータは14歳

栄養教諭制度
栄養教諭制度



肥満の出現頻度
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学校保健統計2018
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肥満の出現頻度は1970年代から上昇していたが、2006年以降は低下し維持している。

栄養教諭制度（2005年）



やせの出現頻度
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学校保健統計 2018
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やせの出現頻度は1970年代から上昇していたが、2006以降は増加していない。

栄養教諭制度（2005年）
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中学校の学校給食のカバー率

2006 2015

Miyawaki A et al. 2018. Journal of Public Health | Vol. 41, No. 2, pp. 362–370

中学校の給食のカバー率は、2006年から2015年までに増加。



中学校の給食カバー率と肥満との関連

12Miyawaki A et al. 2018. Journal of Public Health | Vol. 41, No. 2, pp. 362–370

**P < 0.01, ***P < 0.001.

過体重 (%) 肥満 (%)

女性 係数 -0.014 -0.007

95%信頼区間 -0.032, 0.005 -0.018, 0.003

R二乗 0.592 0.531

観測数 1251 1251

男性 係数 -0.037*** -0.023**

95%信頼区間 -0.056, -0.018 -0.037, -0.010

R二乗 0.701 0.600

観測数 1251 1251

係数は、学校給食のカバー率が１％増加すると、過体重、肥満がどのくらい変化するかを
表す。男性では、学校給食のカバー率10％増加は、過体重0.37％、肥満0.23％減少。

中学校の給食のカバー率が増加した地域は、生徒の過体重と肥満の割合が減少



学校給食がある日とない日の児童の栄養素等摂取量

* * *

食物繊維 ビタミンA カルシウム

(g) (µg) (mg)

Asakura et al., Public Health Nutrition, 2017
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学校給食がない日は、ある日よりも栄養素の摂取量が有意に少ない。
→学校給食が子どもの食事の質を高めることに寄与。
（小学5年生男子144人の食事調査）



世帯年収と児童の栄養素摂取量
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Murayama et al. Public Health Nutr. 2017; 20(16):2946-2958.

給食が無い日は、ある日より児童の栄養素摂取量は少なく、さらに世帯年収
間の格差がみられる。→給食が子どもの栄養格差を縮小→日本の給食の質が高い
ことによるもので、世界で初の研究成果！
（小学５年生男女836人の給食なし2日、給食あり2日の食事調査）



世帯年収間の児童の栄養素摂取不足者の差：
推定平均必要量（EAR）未満のオッズ比（収入中群を１とする）
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給食が無い日は、各種栄養素摂取量の不足の可能性が収入低群で有意に高い。
給食がある日は、年収による差は無い。→給食が子どもの栄養格差を縮小
（小学５年生男女836人の給食なし2日、給食あり2日の食事調査）
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ロジスティック回帰分析（共変量：県、学校、性別、BMI、運動頻度、食物アレルギー有無、両親の学歴）
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日本の学校給食の強み（まとめ）

• 給食と食育を連動させて実施

• 法律、ガイドライン、人的資源、内容が連動

• モニタリング・評価の仕組みがある

• 高いカバー率

• 効果
• 子どもの成長に寄与
• 子どもの肥満の予防・改善に寄与
• 子どもの必要な栄養素の確保、食事全体の質の向
上に寄与

• 子どもの食事、栄養素摂取量の格差の低減に寄与

欧米でも日本ほどカバー率が高くない。また、食育との連動は無いため、給食は栄養
補給に留まり、行動変容が必要な肥満対策は考えられていない。
→近年、日本の学校給食に注目している。



世界の学校給食の動向調査
Global Child Nutrition Foundation （GCNF）

“School Meal Programs Around the World” Apr. 2020

回答あり：給食あり 回答あり：給食なし
回答なし回答拒否

103か国から回答あり、その内、85か国で学校給食プログラムあり



世界の学校給食のカバー率
学校給食の平均カバー率は、小学校は平均35％であり、低所得国20％～高所得国
40％弱であった。中学校は実施していない国が多くカバー率も低かった。
献立は、穀類はほぼすべての給食で提供されていたが、卵、肉は40～50％の給食
でしか提供されていなかった。

GCNF: School Meal Programs Around the World, 2020.

小学校の児童

中学校の生徒



世界の学校給食の目的

2019年の調査から、各国の学校給食は多様な目的をもっていることから、多様な役割
が期待されていることが示された。一方、目的に肥満予防をあげた国は25％と少ない。

GCNF: School Meal Programs Around the World, 2020.



世界の学校給食の課題

• カバー率が低い
• 食事内容が不足、適切でない
• 目的が肥満予防まで含まれていない（食育と連
動していない）

• 実施主体が国でない（国50％、州20％、市
24％、国と地方両方23％、ドナー団体35％）

• 財源不足、政府で予算化されていない
• 専門人材が不足
• モニタリング、評価のしくみが無い



日本型の学校給食をアジアに展開
事例：～ベトナム～

第一段階は、味の素ファンデーションが中心となり、新潟県立大学、
日本栄養士会、ベトナム国立栄養研究所、ベトナム国家大学と協
定し2020年から実施。

目的
日本型の学校給食（給食＋食育）制度をベトナムで展開すること
により、子どもの栄養状態改善と成人後の生活習慣病予防。

方法
第一段階：パイロットプロジェクトとして、いくつかの小学校で介入
研究と評価を実施する。
第二段階：人材育成をしつつ、学校数を拡大する。
第三段階：国としての制度にする、学校給食法を作る。



オンラインでベトナム人
栄養士をトレーニング

ベトナムの学校給食と食育へ展開
ベトナムでは国の学校給食制度は無い。一部の都市部の小学校では保護者が
給食費を負担して給食を実施している。給食を教材とした食育は実施されてい
ない。学校給食＋食育の日本型給食を導入して効果検証

給食の献立を教材に
食事のバランスを教育
主食３：副菜２：主菜１



2021年栄養サミット（開催国：日本）
日本が世界に誇れる制度である学校給食で国際協力

日本型の学校給食について、ベトナムでの成功事例をつ
くり、アジアに展開する。

その際に以下の５つの支援をパッケージ化。

• 学校給食法をつくる政策支援

• 学校給食の制度（PDCA）をつくる政策支援

• 学校給食の基準（栄養、衛生）をつくる技術支援

• 学校給食のための人材育成（給食運営、食育）支援

• 学校給食の食料供給・調理システムと質の向上支援



課題

• 日本側
• 学校給食、食育、健康づくりの行政管轄が異なる：

学校給食は文科省、食育は農水省、健康は厚労省。

そのため、子どもが中心の総合的な学校栄養の研究や

国際協力が進みにくい。

→「こども庁」に期待。

• アジア各国
• 学校給食が国の法律や制度になりにくいのは、財源の
確保とともに、教育行政と保健行政、農業行政のどこが
担当するかが明確でないことが背景にある。

→政治レベルでの解決に期待。
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